
千葉大学医学部附属病院における
2019年度拠点病院事業-経過報告

千葉大学医学部附属病院アレルギーセンター

下条直樹

令和元年度アレルギー疾患医療全国拠点病院連絡会議(2019.12.15)



千葉県のアレルギー疾患医療提供体制

拠点病院
千葉大学医学部附属病院
（アレルギーセンター）

地域基幹病院
各医療圏にてアレルギー診療
や検査を積極的に行っている
病院

地域基幹病院

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
千葉県では拠点病院である千葉大学医学部付属病院を中心に県と連携し各医療圏に地域中核病院を指定し、地域の専門医療機関や薬局、かかりつけ医などと連携してアレルギー診療の均てん化を目標として現在体制の整備を行なっています。
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病院名 医療圏

千葉県こども病院 千葉

千葉市立海浜病院 千葉

医療法人社団誠馨会 千葉中央メディカルセンター 千葉

東京ベイ・浦安市川医療センター 東葛南部

国際医療福祉大学市川病院 東葛南部

順天堂大学医学部附属浦安病院 東葛南部

松戸市立総合医療センター 東葛北部

医療法人社団愛友会 千葉愛友会記念病院 東葛北部

医療法人社団協友会 柏厚生総合病院 東葛北部

医療法人社団圭春会 小張総合病院 東葛北部

独立行政法人国立病院機構 下志津病院 印旛

成田赤十字病院 印旛

東邦大学医療センター佐倉病院 印旛

総合病院国保旭中央病院 香取海匝

東千葉メディカルセンター 山武長生夷隅

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 安房

国保直営総合病院君津中央病院 君津

独立行政法人労働者健康安全機構 千葉労災病院 市原

千葉県循環器病センター 市原

千葉県地域基幹病院一覧



拠点病院事業関連研修会(1)

事業内容 進捗状況・予定

医師向けの研修  プライマリー診療医家向け研修会 2020年3月21日(土) 千葉市

 市原/君津/茂原地区研修会 2020年2月15日(土） 市原市

 アレルギークリニカルカンファレンス 2019年度４回開催 千葉大学附属病院

 食物経口負荷試験ハンズオンセミナー 流山市：2020年1月26日(日）
千葉市：2020年2月2日 （日）

市民公開講座  千葉中央・千葉県医師会館 2020年2月15日（土）

 南総地区・千葉労災看護専門学校講堂 2020年2月2日（日）



拠点病院事業関連研修会(2)

事業内容 進捗状況・予定

学校・児童福祉施設への助言、研修会の開催  行政機関などの保健業務従事者及び学校など教育関
係の対象向け集合研修
♯市川 （市川教育会館 2019年10月19日）
♯東金 （山武健康福祉センター 2019年12月4日）
♯柏 （千葉大学柏の葉キャンパス シーズホール

___________________2019年12月15日）
♯木更津（君津健康福祉センター 2020年1月30日）
申し込み人数は11/30時点で4会場総計で約500名

 各学校・行政・職能団体への個別研修
2019年11月30日時点で52施設・団体に実施



 研修対象疾患の希望の多くは食物アレルギー
 研修希望内容はエピペンの実技指導が多い
 幼稚園・保育園などからはスキンケアや給食に関する具体的な指導の希望が散見

事例紹介 9
栄養・献立 5
個別症例対応 3
離乳食 2
保護者対応 2
FDEIA 2
スキンケア 2
災害 1
蜂 1
負荷試験 1
金属アレルギー 1食物アレルギーのみ

アレルギー疾患全般

講義と実技

講義のみ

実技のみ

未記入

対象疾患 希望内容

各施設研修希望内容

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは各施設のアンケート結果をもとに、希望内容をまとめたものです。
対象の疾患に関しては食物アレルギーに関する希望がほとんどでした。
また研修内容としてはエピペン注射などの実技訓練を希望する声が多く聞かれ、全体の8割がそうした実技訓練を専門家から受けたいというニーズがあることがわかりました。
研修希望内容に関しては自由記載だったため、これ以外にも様々な希望があり、幼稚園や保育園からはスキンケアや給食に関する具体的な指導を望む声も聞かれました。



個別研修（10〜100名）：各施設（学校・自治体）へ赴き、講義やシミュレーションを行う

集合研修（40〜200名）：地域の職能団体等（教育委員会・学校保健会）の主催する研修会にて活動を行う

※のべ回数、1研修に2名以上の派遣含む

PAE=小児臨床アレルギー学会認定 小児アレルギーエデュケーター

 シミュレーションを行うにあたってPAEのニーズが現場・講師の双方からあり、約8割の研修会にPAEを派遣

派遣構成

PAE2名
以上

医師・PAE

PAE1名

医師1名

2019年4月〜8月研修会開催状況詳細

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
簡単にですが、今年度の開催状況をまとめました。
開催の形式は、各施設に赴いて比較的少人数に向けて研修を行う個別研修、職能団体がアナウンスし、ホールなどに集まって大人数に対して行う集団研修の2つです。
研修会の開催はだいたい月10件弱となっており、講師として派遣を依頼した多くは小児臨床アレルギー学会認定のアレルギーエデュケーターです。
実際は医師とPAE、あるいはPAE2人以上といった派遣形態が多く、その理由としては実技研修にて緊急時のシミュレーションを行うことがあり、その際にPAEがいるとスムーズに行えることがこれまでの研修から明らかであることから、シミュレーションを行う現場、および講師側の双方からニーズがあるといえます。



相談対応
事業内容 進捗状況・予定

医療者による電話相談など 千葉県電話相談事業との協力及び棲み分け
→相談内容や希望に応じて県の事業を紹介

よくある問い合わせへの回答・Q&AのHP掲載
→現在作成中

医師向けの対応
→2019年12月から食物アレルギー診療についての医
師からの問い合わせ窓口の開設（インターネット）予定

ピアサポートの電話相談窓口 1月から、NPO法人千葉アレルギーネットワークに委託
し、週1日、2時間で実施中（3月新聞掲載）
相談件数16件（2019年10月末時点）
→県医師会発行誌「ミレニアム」9月号に紹介記事掲載



情報提供

事業内容 進捗状況・予定

HPでの最新の治療など専門
的な知見に基づいた情報の提
供

 2018年11月末にHP開設、各種疾患の情報のほか、セミ
ナーや市民公開講座の情報なども含めた発信を行なっ
ている

 千葉県内の医療機関の協力により、アレルギー専門医
及びPAEの有無、診療科などの情報を含めた、県内専
門医療機関マップとリンクを作成

 災害時対応などの案内について検討中

新生児・乳幼児スキンケアの
実態調査・介入と結果公開

 分娩施設でのスキンケアの実態については調査終了、
日本小児アレルギー学会でポスター発表実施、現在論
文執筆中

 新生児スキンケア指導研究は継続中、2020年1月から介
入群のデータ収集開始予定
（非介入群の協力者は合計140名超）



診断等支援

事業内容 進捗状況・予定

食物アレルギー診療の病診連携  開業医、地域基幹病院での負荷試験プロトコール
の標準化（2019年9月18日 第１回千葉県食物アレ
ルギー診療連携ネットワーク会議開催）

 食物アレルギー診療のきんてん化：プリックテスト、
負荷試験、栄養指導の実習推進（ハンズオンセミ
ナーなど）

成人の食物アレルギー・診断困難症
例への対応

 拠点病院・県内専門医医療機関（地域基幹病院）で
の対応の促進

ダニ・スギの舌下免疫療法の推進  医師向けの講演・ハンズオンセミナーの開催を検討
中
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